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令和 5年度試験問題(抜粋) 

 

 

【問題３】成人における咽頭の構造について正しいのはどれか。 

 

１．頭蓋底から第 6頸椎の高さまでである。 

２．上咽頭と中咽頭の 2部から構成される。 

３．上咽頭には梨状窩凹（梨状窩）が存在する。 

４．中咽頭には咽頭と鼓膜をつなぐ耳管咽頭口が存在する。 

 

 

 

【問題７】失行と責任病巣の組み合わせについて正しいのはどれか。 

 

１．観念運動性失行 ― 前頭葉 

２．観念失行    ― 頭頂葉 

３．構成失行    ― 側頭葉 

４．肢節運動失行  ― 後頭葉  

          

 

 

【問題８】神経伝達路について正しいのはどれか。 

 

１．脊髄視床路は痛覚、温度覚、粗大感覚を伝える。 

２．顔面・口・咽喉頭の体性感覚は顔面神経を経由する。 

３．皮質延髄路は顔面や咽喉頭の筋肉に運動指令を伝える。 

４．皮質脊髄路は脳神経核でシナプスを形成する。 
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【問題 10】次の文を読み、問に答えよ。 

 

顔面麻痺のフィジカルイグザミネーションを行った結果、額のしわ寄せが可能で、右側の

口角下垂を認めた。アセスメントとして正しいのはどれか。 

 

１. 右側の中枢性の顔面麻痺があると推測する。 

２. 右側の末梢性の顔面麻痺があると推測する。 

３. 左側の中枢性の顔面麻痺があると推測する。 

４. 左側の末梢性の顔面麻痺があると推測する。 

 

 

 

【問題 14】咽頭期で生じる運動について正しいのはどれか。 

 

１．軟口蓋が下垂する。 

２．呼吸が呼気になる。 

３．食塊が舌背に乗せられる。 

４．中咽頭と下咽頭が短縮する。  

 

 

 

【問題 16】脳卒中患者における評価について正しいのはどれか。 

 

１．離握手の従命に応じたため、Japan Coma Scale(JCS)Ⅱ-30 と評価した。 

２．Glasgow Come Scale(GCS)合計 12 点のため、正常と評価した。 

３．介助用具を使用しないと自力摂取できないため、Barthel Index(BI)食事 5点 

と評価した。 

４．嚥下調整食を自力摂取しているため、Functional Independence Measure(FIM)  

食事 6点と評価した。 
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【問題 19】偽性球麻痺と球麻痺について正しいのはどれか。 

 

１．球麻痺は、一側性核下性障害により痙性麻痺を生じる。 

２．球麻痺は、核上性障害により嚥下失行が生じる。 

３．偽性球麻痺は、両側皮質延髄路の上位ニューロンの障害により生じる。 

４．偽性球麻痺は、両側上位運動ニューロン障害により嚥下反射パターン異常を生じる。  

  

 

 

【問題 20】高次脳機能障害と摂食嚥下障害看護について正しいのはどれか。 

 

１．注意障害のある患者には、咀嚼するように繰り返し声をかける。 

２．左半側空間無視のある患者には、初回の食事は左側から介助する。 

３．運動性失語のある患者には、スプーンを持つ患者の手を看護師が持ち介助する。 

４．観念性失行のある患者には、看護師が咀嚼運動のジェスチャーをする模倣を見せる。 

 

 

 

【問題 21】加齢と摂食嚥下機能との関連について正しいのはどれか。 

 

１．嗅覚が低下する。 

２．安静時喉頭位が上昇する。 

３．嚥下中の無呼吸期が短縮する。 

４．咳反射の閾値が低下する。 

 

 

 

【問題 22】誤嚥リスクを低下させる薬剤について正しいのはどれか。 

 

１. 抗コリン作動薬 

２. カルシウム拮抗薬 

３. 半夏白朮天麻湯 

４. 半夏厚朴湯 
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【問題 26】パーキンソン病について正しいのはどれか。 

 

１．脳幹網様体のドパミン神経細胞変性を主体とする疾患である。 

２．嚥下障害の程度は、Hoehn-Yahr 重症度分類と関連する。 

３．摂食嚥下障害の病識に乏しく、不顕性誤嚥が多い。 

４．スプーンで捕食する動作で、振戦が強く出現する。 

 

 

 

【問題 32】気管カニューレについて正しいのはどれか。 

 

１．カフ付きの気管カニューレ装着時には唾液誤嚥は予防できる。 

２．吸引ラインから気管支に貯留した分泌物を取り除ける。 

３．側孔付きカフ付き気管カニューレでは、発声練習ができない。 

４．スピーチカニューレの発声用バルブ装着時は、呼気が上気道を通る。 

 

 

 

【問題 35】乳幼児の摂食嚥下に関連する発達について正しいのはどれか。 

 

１．「あー」などの喃語がでたら、離乳食初期の準備の目安となる。 

２．生後 3か月頃の指しゃぶりは、食物物性認識力の獲得につながる。 

３．歯槽堤による咀嚼が可能になるのは、生後 6か月頃である。 

４．20 本の乳臼歯が萌出したら、離乳食後期の開始ができる。 

 

 

 

【問題 37】嚥下造影検査と嚥下内視鏡検査の説明について正しいのはどれか。 

 

１．嚥下造影検査は主にガストログラフィンを用いる。 

２．嚥下造影検査は食道期が評価できる。 

３．嚥下内視鏡検査の喉頭痙攣は迷走神経反射により生じる。 

４．嚥下内視鏡検査は嚥下反射の瞬間が評価できる。 
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【問題 40】各栄養素の必要栄養量を決定する順序について正しい組み合わせ 

はどれか。 

 

１. エネルギー ― 炭水化物  ― たんぱく質 ― 脂質 

２. エネルギー ― たんぱく質 ― 脂質    ― 炭水化物 

３. たんぱく質 ― 炭水化物  ― エネルギー ― 脂質 

４. たんぱく質 ― エネルギー ― 脂質    ― 炭水化物 

 

 


